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日本原水協は２月６、７両日、東京で第 82 回全国理事会を開きました。 

２日間で 47人が署名のとりくみや被爆者援護連帯について発言。討論の中心となった「核兵器のない世界を」署

名の運動の教訓では、市長等の協力で自治体ぐるみの運動に広げている教訓、町内会やさまざまな団体との共同で

署名がすすめられていることなどがいきいきと報告されました。特徴的な発言を紹介します。 
 
西川香子（新婦人） 

活動って楽しいなって感じている。これまでに 86 万余の署名が寄せられており、今日から日
報体制が始まった。署名行動で確信にしてがんばっているのは、申し入れ行動。オバマ演説以降、

６月からいっせいにとりくみ、市長･教育長が署名し、市役所ロビーで原爆展と署名コーナー設

置が OKになるなど、自治体への申し入れ行動がひろがっている。署名と原爆写真を贈る運動の
他にも、税務署、消防署、ハローワークなどにも申し入れし、そこでの署名行動が OKになった
りと、質的変化が生まれている。 

 
田中詔子（愛知） 
昨年 11月の署名推進交流集会の際、署名は街を変える運動だと都城代表の発言にハッと

した。この署名は簡単に取れる。息子の嫁で教師をしている人に以前お願いしたところ 265
筆を集めてくれた。さらに被爆者の話を聞いた後に呼びかけて 1359筆の署名を集めてきて
くれた。 

 
内藤晴一郎（石川） 

署名がついた署名チラシを作成し、新聞折込、民医連などでは直接配布を。NPT 代表の
地元自治会・町会ごとの署名の取り組み。私の町会では自分自身が区長をやっている２丁目

町会（約 300戸）で回覧板を回してもらい、200筆ぐらい集まった。隣の町会では 400筆、
200筆など、光が丘町会では全体で住民過半数を達成した。 

 
 
山田充邦（神奈川） 
昨年 12月半ばに川崎市高津区（人口 20万人、99000世帯）内にある 106町会すべてにお
願い文と署名用紙を同封した手紙を送り、とりくみを要請している。55町会をまわって、拒
否された町会は３、後になってダメになったのは１町会だけ。５回以上行った町会が 10 町
会以上あり大変だと思うこともあるが、保守の町会長から頑張ってくれと言われたり、「う

ちの町会では喧嘩ばっかりやっているけれど、原水協がこういうことをやってくれるのは本

当にありがたい」という言葉に激励されている。引き続き頑張りたい。 
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佐竹康行（愛知） 
昨年 12月 23日、被爆者の会と懇談し、９人の被爆体験やその後の 64年間についても話し

てもらったことがよい経験になった。先月 16日の被爆者を励ます集いでも、被爆体験など懇
談を中心に開催。被爆者の実態に合ったサポートの仕方が求められている。 
 
川崎 隆（大阪） 

1985 年からの６・９行動が 25 周年、300 回を迎えた。原爆展は市役所ロビーや出張所、
高校などでも開催。 
毎年、市民公募で 40 人を広島へ派遣しており、これまでで累計 800 人を超える市民が参

加した。町内会で集団訴訟や署名のとりくみなども広がっている。 
 
 

 
渡部雅子（秋田） 
先日、新婦人が知事に面会を申し込み、署名をもらった。この機に全首長に署名をもらお

うということを地域に伝えていく。署名呼び掛け人を県内で募ろうということで、農業関係

者、カトリック教会、現役自民党県議など約 150人にハガキを出したら 100人から熱いメッ
セージが返ってきた。 
 
平井昭夫（岡山） 

笠岡では 91人の代表に賛同をもらい、市内 120団体に署名用紙 14000枚を届けたところ、
消防署から第 1次分として 160、地元の信用金庫からも届いた。また、私立高校 1300人全員
に渡したり、公立高校でも教頭先生が保護者会に許可を得て生徒に配っている。どう全県的

に爆発させていくか、力持ちの組織がどれだけ役割を果たせるかが大事。NPT代表を中心に
３・１ビキニデーにも参加してもらう。 
 

 
紙谷敏弘（千葉） 
四街道駅前の商店街には３軒に１軒は署名ポスターが貼られ、24カ所に署名回収箱が置
かれている。白石市は市民派の市長が誕生し、平和については一貫した姿勢を持っている。 
佐倉市では５人連名の訴えを作り、今月から市の責任で回覧板が回されることになった。

県内自治体で平和市長会議に入っているリストを渡したところ、要請に行こうということ

になった。 
 
佐藤 誠（宮崎） 

署名数が 10 万２千になり、11 万目標突破の見通しが生まれた。この間全県いっせい行動に３回
取り組んできた。 
コープ労組と協力して、生協の全店舗の店先で署名に取り組んでいる。いっせい行動に参加者は

さらに元気に。11万を超える署名を NPTに届けたい。 
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